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AutocadCivil3D

簡易ガイド

新規図面作成から縦断抽出までの流れ編
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① 新規図面を用意する

(1)ホームボタンから「新規」-「図面」をクリックします。

(2)ファイルの種類から「図面テンプレート（.dwt）」を選択し、テンプレートファイル「…国土交通省

仕様 20m 測点.dwt」を選択します。

Note.このテンプレートを使用しないと、線形抽出時の測点条件など標準としたい条件にセットされま

せん。

（3）「開く」をクリックして新しい図面を用意します。

② 図面の単位および縮尺・測地座標系を設定します。

（1）ホームボタンから「図面ユーティリティ」-「図面設定」をクリックします。
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（2）図面の単位（m）、カスタム尺度（1000）になっていることを確認し、「測地座標系」から目的の

座標系を選択します。

Note.後続作業の際、たとえば DXF 図面をブロック挿入（追加読込）する場合など、この条件が双方

で同じでないと処理できません。

（3）「適用」→「OK」をクリックします。

③ 設定図面を保存します。

ホームボタン「名前を付けて保存」-「Autocad 図面」をクリックして図面保存します。
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Note.この作業をしないとテンプレートファイル（…dwt ファイル）が保存対処になるので任意のファ

イルに保存するようにします。
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④ 点群データインポートしサーフェスを作成します。

（1） ツールスペース内の「プロスペクター」タブをクリックし、ツリーを展開します。

Note.ツールスペースが非表示になっている場合、画面上部にある をクリックして他のコマ

ンドモードに切り替えた後（たとえば「2D 製図と注釈」）、再度「Civil3D」を選択してくださ

い。

（2） 「サーフェス」を右クリックし、「サーフェスを作成」をクリックします。

（3） 下図が表示されます。そのまま「OK」をクリックします。
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（4） 「サーフェス」のツリーを展開し、「サーフェス 1」-「定義」-「ポイント」を右クリックして

「追加」をクリックします。

（5） 「形式」欄をクリックして、インポートする点群ファイルのフォーマットに該当するタイプを

選択します。
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Note.該当する形式がない場合、「形式」欄右部のアイコンをクリックして、形式を作成するこ

とができます。

形式を作成できます

インポートファイル

の選択ボタン

インポートファイ

ルの形式選択
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Note.インポートするデータ列が設定した形式より多い場合、設定した列より際の列データは

無視してインポートされます。

（6） 「ポイントファイルの追加」画面「ソースファイル」欄右部の「＋」アイコンをクリックして、

インポートするファイルを選択します。（複数選択できます）

（7） 「OK」をクリックします。

ポイントがインポートされ計算結果が画面に表示されます。

Note.画面に何も表示されない場合、「z」Enter,「e」Enter で画面表示を再構築します。

等高線の間隔などの調整する場合、画面上のサーフェスをクリックして選択し、リボン内の「サ

ーフェスプロパティ」-「サーフェススタイルを編集」をクリックして必要なタブから設定を

調整します。

クリックしてその列に当てはま

るアイテムを選択します
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上手の場合、等高線間隔を「0.5m」ピッチに設定したところです。

⑤ 線形図を追加する。

Autocad は追加読み込みする為にブロック挿入コマンドを使います。

追加読み込みできるデータは DWG または DXF です。

※WingNeo などから線形図を追加する場合、あらかじめ線形をポリライン化しておくと便利です。

※DWG ファイルはあらかじめ、単位、尺度、測地番号を設定しておく必要があります。

② サーフェスをクリック

① 「サーフェススタイルを編集」をクリック

等高線ピッチえお 0.5m に
設定した場合
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（1） メニューバー「挿入」-「挿入基点」をクリックします。

（2） 「参照」をクリックして挿入するファイルを選択します。

「地理的位置データを使用して指定」にチェックを付けます。

「分解」にチェックを付けます。

Note. 「地理的位置データを使用して指定」にチェックを付けることができない場合、双方に

測地系番号および尺度・単位の設定がされているか確認してください。

（3） 「OK」をクリックして挿入します。

Note.期待する位置に線形データが挿入されない場合、サーフェス作成時に追加した点群デー

タの座標軸が異なっているなどの原因が考えられます。

⑥ 線形図を線形データにします。

挿入した線形
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※線形図が 3D ポリラインの場合、メニューバー「修正」「グレーティング」-「ポリランユーティリテ

ィ」の「3D→2D」コマンドで 2D 化にする必要があります。属性を確認するには、線形図にマウスを

当て図形情報をポップアップ表示します。3D の場合「3D ポリライン」の様に表示されます。

（1） メニューバー「ホーム」-「線形」-「オブジェクトから線形を作成」をクリックします。

（2） 線形図をクリックした後、Enter をします。

（3） 線形方向を設定します。画面内の「⇒」マークで方向を確認し、Enter します。

マークとは逆方向に設定する場合、「R」→Enter します。

Enter すると下図が表示されます。

「⇒」マークの方向で線

形方向を判断します
線形図をクリックした後

Enter
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（4） 線形条件を設定します。

「開始測点」

路線開始距離をセットできます。

本書では「710m」にセットしていますので、開始 NO は「NO35+10.000」になります。

「線形スタイル」「線形ラベルセット」

初期値を使います。

※新規図面を作成した際に選択したテンプレートが対応します。

「変換オプション」

「接線の間に曲線を追加」のチェックを外します。

（5） 「OK」をクリックすると線形図が生成されます。（上図右）
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⑦ 縦断図を作図する。

サーフェスと線形データを使って線形の現況縦断図を作図します。

（1） メニューバー「ホーム」-「縦断」-「サーフェスから縦断を作成」をクリックします。

（2） 線形欄及びサーフェスを選択欄から目的の線形・サーフェスを選択・確認し、「追加」をクリ

ックします。

（3） 「縦断ビューを作成」をクリックします。

下図が表示されます。

抽出範囲を調整できます

以降の設定に未対応の様です
後述で調整可能

縦断リストに複数ある場合有効です

が、削除されない様です
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（4） 画面左部のカテゴリをクリックして各条件を設定します。

（「次へ」ボタンでカテゴリを進めることができます）

「一般」

「線形を選択」「縦断ビュー名」「注釈」：初期値を使用します。

「縦断ビュースタイル」：縦断図全体の作図条件を設定します。

テンプレートの内容が初期値として設定されています。

主に設定する箇所の名称は下図の通です。

条件を変更する場合、 アイコンをクリックします。（下図が表示されます）

左軸

主ティック

副ティック

軸タイトル

水平グリッド

垂直グリッド（副）

垂直グリッド（主）（両端）
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高さ方向の縮尺を変更する場合、上図「グラフ」タブにある「鉛直縮尺」欄で設定します。

「縦断ビューレイヤ」：

「測点範囲」

縦断作図範囲を設定します。

「縦断ビューの高さ」

主に縦軸メモリの範囲を設定します。

「縦断表示オプション」

必要に応じて設定します。（初期値を使用）

「帯」

縦断表の出力項目を設定します。

縦軸メモリを指定できます
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「帯を選択」欄の アイコンをクリックして縦断表の出力項目を設定します。

アイコンをクリックすると下図が表示されます。

「縦断のハッチングオプション」

必要に応じて設定します。（初期値を使用）

（5） 「縦断ビューを作成」をクリックして縦断図を配置します。

Note.配置原点は、縦メモリと DL ラインの交点です。

Note.縦断図の条件や表示を変更する場合、画面左部のツールスペースにある「プロスペクタ」

内のツリーを展開し、縦断データのカテゴリ（銃弾ビュー）を右クリックして「プロパティ」

をクリックします。（下図参照）

縦断表の配置位置を選択

縦断表項目等を設定します

一覧表から選択した行の項目
の移動および削除ができます

縦断項目を追加する場合、ここか

ら項目を選択し、「追加」ボタン
で項目追加します

縦断データの抽出間隔を設定します。「主増

分 /副増分を垂直グリッド間隔に一致させ

る」にチェックを付けた場合、変化点および
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